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みて、みてわたしの虫カード
「虫は道具をもっている」
～低学年の調べ読みの方法～

茨木市教育研究会

図書館部

環境づくり

①学校図書館の充実

・読書センター

・情報センター

・メディア機器の設置

学びの支援

子どもの読書活動を支える学校図書館のあり方
～家庭・地域・市立図書館との連携～

管理・貸出用コンピュータ

コピー機

大型テレビ
学習用コンピュータ

環境づくり

①学校図書館の充実

・読書センター

・情報センター

・メディア機器の設置

学びの支援

子どもの読書活動を支える学校図書館のあり方
～家庭・地域・市立図書館との連携～

② 資源の共有化
・物流 団体貸し出し
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中央図書館からの貸出・他の小中学校の本の検索・貸借

環境づくり

①学校図書館の充実

・読書センター

・情報センター

・メディア機器の設置

学びの支援

子どもの読書活動を支える学校図書館のあり方
～家庭・地域・市立図書館との連携～

② 資源の共有化
・物流 団体貸し出し

③地域連携

図書ボランティア

環境づくり

①学校図書館の充実

・読書センター

・情報センター

・メディア機器の設置

学びの支援

子どもの読書活動を支える学校図書館のあり方
～家庭・地域・市立図書館との連携～

② 資源の共有化
・物流 団体貸し出し

③地域連携

①「レッツチャレンジ
学校図書館を利用した
『学び方』の手引き」
・読書に親しむ
・生きる力につながる
学び方を身につける
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環境づくり

①学校図書館の充実

・読書センター

・情報センター

・メディア機器の設置

学びの支援

子どもの読書活動を支える学校図書館のあり方
～家庭・地域・市立図書館との連携～

② 資源の共有化
・物流 団体貸し出し

③地域連携

①「レッツチャレンジ
学校図書館を利用した
『学び方』の手引き」
・読書に親しむ
・生きる力につながる
学び方を身につける

②学校図書館支援員との連携

学校図書館支援員の活動内容

 授業中の学習支援

 休み時間や長期休業中の開館業務の支援

 図書館ボランティアのコーディネート

 学校図書館の環境整備及び図書の管理業務の支援

 市立図書館等との連携

 物流システムの有効活用

毎年の活動

 感想文・感想画の審査会

 学習会

 研究授業

・アニマシオン

・書くための指導の手だて

・描かれ方の違いを学ぶ

みて、みて、わたしの虫カード
「虫は道具をもっている」

～低学年の調べ読みの方法～

実践報告

茨木市教育研究会図書館部会

茨木市立穂積小学校

小山 梓
木のみきに、円いあなが
空いています。
いったい、だれが空けたの
でしょう。

実践の流れとねらい

「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解 発展 交流

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み

・Ⅳひろげる
・壁面掲示（虫の世界図）

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる
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茨木市教育研究会 図書館部会 編集

学校図書館の中の位置づけ
穂積小学校の読書活動年間指導計画

全校児童対象毎月２回読みきかせ（業間）

 (９月)        （10月)             (１１月)                       (１月) 
全国読書感想文応募  読書感想画応募   穂積読書月間             三島地区読書感想文応募 

平成２４年度読書活動年間指導計画                                                                            茨木市立穂積小学校 司書教諭 本田知子 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

読
書
に
親
し
む
活
動 

主な活動 

図書館利用のきま

りをおぼえよう 
借り方・返し方 
ラベル・なかまわけ 

読書の記録をと

ろう 
読書ファイル作

り 

友だちの読書感想文に学ぼう 
 

夏休みの読書計画 
読書感想文の書き方 

 夏休みに読んだ

本の紹介をしよ

う 

心に残った本の

内容を絵に表そ

う 

たくさん本を読もう 
 

冬休みの読書計画 

調べたことを発

表しよう 
一年間の読書のまとめをしよう 

一斉読書 
行事 

 

ボランティ

アとの連携 

 

生

き

る

力

を

身

に

つ

け

る

学

び

方

・

学

習

領

域

 
 
※

関

連

単

元

１

年

身
の
回
り
の
こ
と
に
興
味
関
心
を

持
ち
、
楽
し
ん
で
学
ぶ 

・図書館の使い方（Ⅰ） 
・本のならび方（Ⅱ） 
・本のさがし方（Ⅱ） 
 
※「たんけん」（生） 
 

・本をすきになる

（Ⅴ） 
※「おおきなか

ぶ」 
※「ほんはともだ

ち」（国） 

 ・図書館に慣れ親しむ（Ⅴ） 
・図鑑の使い方（Ⅲ） 
・調べたことのまとめ方（Ⅳ） 
・学んだことを友だちや家族につたえる（Ⅴ） 
※「あきになったね」「あきフェスタ」（生） 
※「いろいろなふね」（国） 

・調べたことのま

とめ方（Ⅳ） 
 
 
※「わたしのはっ

けん」（国） 

・調べたことのまとめ方（Ⅳ） 
・学んだことを友だちや家族につたえ

る（Ⅴ） 
・本をすきになる（Ⅴ） 
※「わくわくふゆがやってきた」（生） 
※「花いっぱいになぁれ」（国） 

・本をすきになる

（Ⅴ） 
 
 
※「本はともだ

ち」（国） 

２

年

・図書館の使い方（Ⅰ） 
・本のならび方（Ⅱ） 
・本のさがし方（Ⅱ） 
※「レッツゴー！町たんけん」（生） 
※「げんきにそだて」（生） 
 「ぐんぐんのびろ」（生） 

・本をすきになる

（Ⅴ） 
 
※「本は友だち」

（国） 

 ・図書館に慣れ親しむ（Ⅴ） 
・図鑑の使い方（Ⅲ） 
・調べたことのまとめ方（Ⅳ） 
・学んだことを友だちや家族につたえる（Ⅴ） 
※「もっと知りたいな町のこと」（生） 
 「言いつたえられているお話をしろう」（国） 
※「ビーバーの大工事」（国） 
※感想画（図） 

・調べたことのま

とめ方（Ⅳ） 
 
 
※「かさこじぞ

う」（国） 

・調べたことのまとめ方（Ⅳ） 
・学んだことを友だちや家族につたえ

る（Ⅴ） 
・本をすきになる（Ⅴ） 
※「みんな大きくなったよね」（生） 
※「おもちゃまつり」へようこそ（国）

※虫は道具をもっている（国） 

 

３

年

め
あ
て
を
は
っ
き
り
さ
せ
て 

す
す
ん
で
学
ぶ 

 
 
 
 
・国語辞典の使い方

（Ⅲ）

※国語じてんの使い

方を知ろう（国） 

 
 
 
 
・公共図書館の使い方（Ⅱ） 
・人にたずねる方法(Ⅲ) 
※図書館見学（社） 
 

 
 
 
・調べたことの要 
約の仕方・表や図 
を使ってのまとめ方(Ⅲ) 
※見学新聞作り（総）

  ・目的をもって本を読

む・目的をもって表現す

る・相手を意識して作品

をつくる 
・学んだことをクラス、

学年に伝える（Ⅴ） 
※調べたことを整理して書こ

う（国） 

・目的をもって本を読む 
・目的をもって表現する 
・相手を意識して作品を

つくる（Ⅴ） 
※世界の民話を読もう（国） 

・目的をもって本を読む・目的

をもって表現する 
・相手を意識して作品をつくる 
・学んだことをクラス、学年に

伝える（Ⅴ） 
・情報を交流志、学びあう※調

べたことを整理して発表しよ

う（国）※昔たんけん(社) 

・目的をもって本を読む

・目的をもって表現する

・相手を意識して作品を

つくる（Ⅴ） 
※中心となる人物の気持ちを

考えよう（国） 

４
年 

 
 
 
・漢和辞典の使い方

（Ⅲ）  
※漢字辞典の使い方

を知ろう（国） 

 
 
 
人物の様子や気

持ちを考えなが

ら読もう（国）走

れ 

 ・自分の生き方を考え

ながら本を読む（Ⅴ） 
 
 
※「愛の心をえがいた物

語を読もう」（国） 

・パンフレットの作

成、情報の交流（Ⅳ)  
 
※「暮らしの中の和と洋」

（国） 

・目的に合った情報源

を選ぶ（Ⅱ） 
※取材したこと

をもとに学級新

聞を作ろう 
みんなで新聞を

作ろう 

※家族やふるさ

とを思う心をえ

がいた本を読も

う 
「世界一美しい

ぼくの村」 

 

５

年

自
ら
の
課
題
を
、
見
通
し
を
持
っ
て
、
自

分
の
考
え
た
方
法
で
学
ぶ 

 
 
本に親しもう 
・読書記録や本の

帯を書く。 

 
 
・国語辞典の使い方

（Ⅲ）

※国語辞典を活用し

よう（国） 

 
 
・漢和辞典の使い方

（Ⅲ）

※漢字の由来に関心

に関心をもとう（国）

 
 
 
 
古文を声に出し

て読んでみよう

（国:古典作品へ
の興味を広げる）

  ・自分の生き方を考え

ながら本を読む（Ⅴ） 
･発表の仕方の工夫 
※表現のおもしろさを考

えよう（Ⅳ） 

・目的に合った情報源
を選ぶ（Ⅱ） 
・パンフレットの作

成、情報の交流（Ⅳ) 
※「いろいろな環境問題に

ついて調べよう」（国） 

 古文に親しもう

（国） 
 
 
 

・目的をもって本を読む 
・相手によりよく伝わるよ

うに表現する（Ⅴ） 
 
情報の交流（Ⅳ)
※「人間の生き方をえが

いた作品をよもう」（国） 

・発表の仕方の工夫（Ⅳ）

・相手によく伝わるように

表現する（Ⅴ） 
 
※昔話をしょうかいしよ

う（国） 

６

年

 
 
・図書館の利用の仕方

をたしかめる。(Ⅰ)
 

 
 
 

 
 

 
 

・文章を書くのに必

要な資料を選び、効

果的に活用して文

章を書く。 
※「資料を活用して

書こう」(国) 

 ・自分の課題を解する

ために、複数の資料を

読んで情報を得る。  
※「未来に生かす自然

のエネルギー」(国) 

・  
 
 
 

 
 
 
日本語や言葉につ

いて書かれた本を

読む。 
※「豊かな日本語の

使い手になろう」

(国) 

学習領域  Ⅰ 学びと施設  Ⅱ情報源のさがし方  Ⅲ情報源の使い方  Ⅳ 情報のまとめ方・学びあい  Ⅴ 生活の充実 

１～３年毎月１回読みきかせ（図書の時間） 

朝の読書（毎週木曜日 朝の学級活動時間）

・情報を図書やインターネット等から収集し活用する。（Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ） 
※わたしたちの国土（社） ※米作り体験学習（総） ※都道府県パンフレット作り（総） 

・情報を図書やインターネット等から収集し活用する。（Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ） 
※わたしたちの茨木市（社） ※校区たんけん（総） ※市内たんけん（総） ※昔たんけん（総） 

・情報を図書やインターネット等から収集し活用する。（Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ） 
※けんこうなくらし（社・総）※大阪府のようすと人々のくらし（社）大阪の文化を知ろう・日本について知らせよう（総） 

・情報を図書やインターネット等から収集し活用する。（Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ） 
※歴史学習（社） ※平和について考える～修学旅行をとおして～（総） 

※「新しい未来へ～世の中の仕事と自

分の将来の仕事～」（総） 

① 教材研究
筆者を知るために教材文の原作を知る

実践報告 指導までの準備

「おおきなポケット」 （公立図書館）

教材文と原文を読み比べる

●筆者の虫へ対する想い

●教科書にはのっていない虫たち

実践報告 指導までの準備①

教材文「虫は道具をもっている」
の原作を知る。

おおきなポケット ２００５年 ７月号
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① 教材研究
筆者を知るために教材文の原作を知る

② 学習意欲の喚起
虫の世界図を作成

実践報告 指導までの準備 実践報告 指導までの準備②

単元の初めに黒板に掲示し、
虫の世界図を作成する目標を呈示

学習
意欲

視覚

共有

虫たちの住み分けを視覚的に理解

発表したカードを掲示し
学級で共有、交流

読解 発展 交流

実践報告 読解
「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

実践報告 読解
「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解

①構造読み→文章の構造を知る
何がかいてあるのか想像させる

学習の流れを知る

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み

は
じ
め

中お
わ
り

←

題
名
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実践報告 読解
「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解

・教材文の内容と構造
・筆者の工夫

①構造読み→文章の構造を知る
何がかいてあるのか想像させる

学習の流れを知る

②筆者の書き方に学ぶ
読み手を意識した文章

「いったい～でしょう。答えは…」

は
じ
め

中お
わ
り

←

題
名

実践報告 読解
「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解

①構造読み→文章の構造を知る
何がかいてあるのか想像させる

学習の流れを知る

②筆者の書き方に学ぶ
読み手を意識した文章

「いったい～でしょう。答えは…」

③比較読み

虫の体と人間の道具との比較

「～するのににています。」

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み
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実践報告 読解
「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解

①構造読み→文章の構造を知る
何がかいてあるのか想像させる

学習の流れを知る

②筆者の書き方に学ぶ
読み手を意識した文章

「いったい～でしょう。答えは…」

③比較読み

虫の体と人間の道具との比較

筆
者
の
文
型
を
も
と
に

子
ど
も
た
ち
が
説
明
文
を
作
る

「～するのににています。」

もっと虫のこと知りたいな

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み

じゃあ、どうやって調べる？

図鑑を
使って調
べよう！

実践の流れとねらい

「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解 発展 交流

・構造読み
・筆者の書き方に学ぶ
・比較読み

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

実践の流れとねらい

「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

実践報告 発展

Ⅰ 課題をつかむ

Ⅱ 調 べ る

Ⅲ まとめる

Ⅰ 課題をつかむ

発展

①基礎的なスキルの習得
（レッツチャレンジ）
図鑑の使い方

実践報告 発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる
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実践報告

①基本的なスキルの習得
（レッツ チャレンジ）

図鑑の使い方

発展

①基礎的なスキルの習得
（レッツチャレンジ）
図鑑の使い方

②課題をさらに深める

実践報告 発展

虫選びで図鑑を活用

ブックトラックでたくさんの図書にあたる

個別に課題を深めるためのアドバイス

Ⅰ 課題をつかむ

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

図鑑を活用

・何の虫を調べたいのかわからない

・同じ虫を調べる子どもが多い

・水中、水辺の虫をあまり知らない

水の中に住んでいる虫で知っている虫は何？

ゲンゴロウ

実践報告 発展
②課題をさらにふかめる
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学年の廊下に設置

図書を一か所に集める

いつでも調べることができる

自分が調べている虫だけでなく、
友だちの調べている虫についても
知ることができる

身近に本があることで興味をもっ
てたくさんの本を手にすることが
できます。

実践報告 発展
ブックトラック

発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

実践報告 発展

Ⅰ 課題をつかむ

Ⅱ 調 べ る

Ⅲ まとめる

発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

実践報告 発展

①本を選ぶ

②ワークシートに書く

Ⅱ 調べる

実践報告 発展 ワークシート

●虫の名前

●虫のイラスト

●虫のどのぶぶんで
どんなことができますか。

●にている人間の道具は
何ですか。

●すんでいる場所はどこですか。

●どうしてこの道具が
おもしろいと思ったのですか。
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発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

実践報告 発展

Ⅰ 課題をつかむ

Ⅱ 調 べ る

Ⅲ まとめる

発展

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

①虫カード作成

虫カードへかく
筆者の文型をもとに
読み手を意識する説明文

実践報告 発展

Ⅲ まとめる

実践報告 発展
虫カード作成

実践報告 発展
虫カード作成

実践報告 発展
虫カード作成
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実践の流れとねらい

「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

読解 発展

・教材文の内容と構造
・筆者の工夫

交流

・Ⅰ課題をつかむ
・Ⅱ調べる
・Ⅲまとめる

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

実践の流れとねらい

「虫は道具をもっている」東京書籍 二年下 国語

交流

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

交流

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

実践報告 交流

①「みてみてわたしの虫カード」発表会
書画カメラの活用

学んだ本文の文型を利用
Q.「いったいだれが～しているのでしょう？」
答えのあとに説明文

Ⅳ ひろげる
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虫カード発表 と 虫の世界図

交流

・Ⅳひろげる
・虫の世界図

実践報告 交流

①「みてみてわたしの虫カード」発表会
書画カメラの活用

学んだ本文の文型を利用
Q.「いったいだれが～しているのでしょう？」

②虫の世界図

発表し終わったカードを虫の世界図へ掲示

答えのあとに説明文

Ⅳ ひろげる

学級で一つの大きな虫の世界図を完成→達成感

筆者の結論への理解を深める
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実践報告 成果

読書活動

身近に
大量
の本

図鑑の
活用

虫に興味関心が
広がる

子どもが調べた 虫 と 人間の道具

実践報告 成果

読書活動 読解 表現活動

身近に
大量
の本

説明文の読み方

筆者の書き方
に学ぶ

虫カードに
活かす

図鑑の
活用

・構造読み

・筆者の書き方に
あ学ぶ

・比較読み

・接続語、文末の表
さ現に気を付けて読
さむ

虫の世界図へ
掲示

虫に興味関心が
広がる

● 授業の中で読書活動を仕掛けていく

● 読書環境の充実

実践報告 課題

おわり

答えは
カミキリム
シです。


